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今月の数字
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■図書館開館時間
月～金曜日 土　曜　日 日曜日・祝日

通常開館日（無印） 8：45～22：00
8：45～18：00 休　　館

短縮開館日（○印） 8：45～20：00

※旧館は上記の10分前に閉館します。なお、書庫の利用は閉館時刻の30分前までとなります。
　南館は上記の40分前に閉室・閉庫します。
※通常開館の平日（月～金）、新館を8：30から開館します。

※開館時間は授業日程や節電等の影響により変更されることがあります。
　館内の掲示やホームページ等でご確認ください。
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図書館ホームページリニューアル
　11月末に図書館のホームページが新しくなりました。1つのURLで、パソコンはもちろんスマートフォンやタブレット端末にも
対応する、レスポンシブWebデザインを採用しています。どうぞご利用ください。

　　　　＜パソコンでの表示イメージ＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜スマートフォンでの表示イメージ＞

 図書館オンラインサービスの停止
三田、日吉キャンパスの法定停電に伴い、次のとおりサービスを停止いたします。ご不便をおかけしますが、予めご了承ください。

① 12月15日（土）18：00～16日（日）22：00（予定）  ② 12月23日（日）17：00～24日（月）22：00（予定）
　 ▼停止するサービス     　 ▼停止するサービス
　 　・KOSMOS（My Libraryを含む）   　 　・KOSMOS（My Libraryを含む）
　 　・KEIO‒OPAC     　 　・KEIO‒OPAC
　 　・電子ジャーナルリスト
　 　・データベース・電子ジャーナルのリモートアクセス
　 　・オンラインリクエスト
　 　・メディアセンターホームページなどの全Webサービス

 休業期間中の長期貸出（三田および白楽地区）
冬季・春季休業に伴い、三田所蔵資料は次のとおり長期貸出を実施します。
・三田所蔵資料の貸出冊数の上限は通常と同じです。（学部生10冊まで、大学院生20冊まで）
・長期貸出期間中に更新した資料も、長期貸出対象となります。

〈冬季〉 貸　出　日 返却期限日

30日貸出の資料 11月28日（水）～12月15日（土）
2013年1月15日（火）

14日貸出の資料 12月14日（金）～12月27日（木）

〈春季〉 貸　出　日 返却期限日

30日貸出の資料 1月 7 日（月）～3月15日（金） 2013年4月15日（月）
＊学部卒業予定者および大学院修了予定者等は異なります。14日貸出の資料 1月23日（水）～3月30日（土）

＊返却期限日に遅れると1冊毎に閉館日を含めた1日10円の延滞料金が課されますので、ご注意ください。

 年末年始の ILLサービス
年末年始の資料/複写取寄せは、依頼先の多くが休館となるため通常より時間がかかります。ご了承ください。

 文献複写時の申請について
　12月より、図書館内のコピー機を利用する場合は、「申込書」の記入・提出が必要となります。メディアセンターニュース11月号に
も著作権についての記事を掲載しましたが、この措置は「大学図書館における文献複写に関する実務要領」に基づき行われるものです。
手続の詳細は、館内の掲示をご覧ください。

 展示のお知らせ（図書館1階展示室）
12月の展示：「大江戸経済事情」　 12月6日（木）～12月26日（水）
  1月の展示：「福澤諭吉」（予定）　1月11日（金）～1月31日（木）

今月のお知らせ



3

MITA MediaCenterNews      No.148  December・January  2012－2013

新　規
行政法研究（信山社）1（2012）‒
『百科全書』・啓蒙研究論集＝Recueil d’études sur l’Encyclopédie 

et les lumières（『百科全書』研究会［編］）1（2012）‒
マレーシア研究＝Malaysian studies journal（日本マレーシア学
会［編］）1（2012）‒

ポー研究（日本ポー学会［編］）1（2009）‒

誌名変更
社会情報学（社会情報学会［編］）1（1）（2012）‒
前誌名：社会情報学研究，日本社会情報学会学会誌

廃刊・休刊
オール投資（東洋経済新報社）　‒1247（2012）
清末小説（清末小説研究会［編］）　‒35（2012）

冊子から電子ジャーナルへの移行
　「今月の数字」のとおり、メディアセンターでは多くの電子ジャーナルを提供していますが、これまで電子ジャーナルはタイトル
ごとに購読契約をしていました。しかし近年は、各出版社が刊行する一連のタイトルを、包括的に購読契約する方式に変わりつつ
あります。

　包括契約では、タイトルごとに契約するよりもよい条件で、より多くの電子ジャーナルが利用できるようになりました。その
ため、メディアセンターでもElsevier、Springer、Wiley、Oxford University Press、Cambridge University Pressについては

包括契約に切り替えています。また、2013年にはSageを包括契約にすることで、さらに500タイトル以上の電子ジャーナルが、
自宅など学外からも利用できるようになります。
　ただし、厳しい予算状況にあっては、同じタイトルの冊子体と電子ジャーナル両方の購読を続けることは難しく、また書庫 

スペース不足という問題もあることから、2013年は多くの冊子体の契約を中止し、電子ジャーナルのみの契約とすることになり
ました。冊子体を利用していた方々にはご不便をおかけすることになりますが、時間や場所など物理的な制約を受けずに利用する
ことができ便利な電子ジャーナルをどうぞご利用ください。

 トライアルデータベース
　トライアルデータベースは、データベースナビの「トライアル・新着データベース」からアクセスできます。導入についてのご意見・
ご感想は、図書館 1階レファレンスカウンターへお知らせください。

●JURIS Online（2012年12月31日まで）
　ドイツの JURIS社が提供するドイツ法律情報データベースです。ドイツ、EUの法令全文、ドイツ最高裁判例、EU裁判例などの裁判
例全文や文献目録のほか、ドイツ官報、ドイツ国会本会議・連邦会議・連邦参議院議事録の全文を収録しています。

 新規データベース
　次のデータベースはデータベースナビからアクセスできます。 keio.jp マークのついたデータベースは、keio.jpのアカウントを利用
して、自宅など学外からも利用可能です。

●China Data Online keio.jp

　米国ミシガン州立大学のチャイナ・データ・センター（CDC）が提供する中国の統計・国勢調査のオンライン・データベースです。

●The Economist Historical Archive keio.jp

　1843年の創刊から2008年までのThe Economist誌アーカイブ全文を検索・閲覧できるデータベースです。

●The Listener Historical Archive 1929‒1991 keio.jp

　BBC（イギリス放送協会）が刊行した雑誌「The Listener」の創刊号～終刊（1929‒1991）まで全文を収録しています。

●African American Newspapers 1827‒1998 keio.jp

　America’s Historical Newspapersに、表記データが追加されました。19～20世紀のアフリカ系アメリカ人向けに刊行された新聞
の全文を収録しています。

●The Making of the Modern World Part Ⅱ keio.jp

　The Making of the Modern Worldに、コロンビア大学および広島経済大学セリグマン文庫、カンザス大学図書館、ロンドン大学
ゴールドスミス文庫に収蔵される19世紀後半から20世紀初頭までの、社会学、経済学、経営史分野の5,000タイトルの全文が追加
されました。

今月の雑誌の動き

データベースのお知らせ
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三田キャンパスで見られる電子ジャーナルのタイトル数です
（2012年3月末現在）。5年前には、およそ26,000タイトル 
だった電子ジャーナルも、今では紙媒体の雑誌をはるかに
超えるタイトル数になっています。学外から利用可能な 
タイトルも多くありますので、ぜひご利用ください。

今月の数字
答 え

『動物誌』　ドイツ語訳　コンラート・ゲスナー　［ハイデルベルク］　［1606］
Gesner, Konrad. ［Thierbuch, das ist Aussfuhrliche beschreibung, ...］ ［Heidelberg : durch J. Lancellot : in Verlegung A. Cambier, 1606］

　コンラート・ゲスナー（Konrad Gesner 1516‒1565）は、
ルネサンスと宗教改革に積極的にかかわり、神学、書誌学、
言語学、医学、動物学、植物学、薬物学など、様々な学問
の分野で膨大なる功績をあげた碩学です。医師としてペスト
撲滅のために献身し、終には自らがペストの犠牲となり49歳
という若さで亡くなりました。
　『動物誌』（1551‒1558）初版は、ラテン語で著され、「胎生
の四足動物」、「卵生の四足動物」、「鳥類」、「魚類」、「蛇類」
の全5巻から成ります。それぞれの動物についての説明は8つ

の項目に整理されており、古典語および近代語による名称、
生息地、生理学、習性、飼育、食用としての価値、薬学に 

おける効用、名称の語源学など、非常に広い範囲にわたり 

記載され、近代動物学の先駆けといわれます。
　慶應義塾図書館で所蔵している本書はそのドイツ語版で、初版本の四足動物に関する2巻が 1巻にまとめられ「四足類」となり、
「鳥類」、「魚類」、「蛇・怪物」の4分冊の合本となっており、図版には同時代の画家が直接手彩色を施した、きわめて価値の高い
資料です。
　絵を描くという卓越した才能にも恵まれていたゲスナーは、できるだけ実物に近い図版を作るために、自分の知らない動物の
図を友人から取り寄せていたようです。代表的図版として多く紹介されるインドサイは、アルベルト・デューラーの原画をもとに
製作された木版画です。体に見える斑点は、インド洋を航海した時船底に閉じ込められていたために罹った皮膚病の跡で、原画
を忠実に再現していたことが窺えます。
　来年の巳年にちなんで、ゲスナー没後に出版された「蛇類」の中から、もう1点ご紹介します。この蛇の図版は、バジリスク
またはコカトリスと称された想像上の生物であり、口から出ている矢印状の舌は猛毒を持つことを意味し、頭にのっている王冠
は蛇型のドラゴンを表現しているようです。 ［142X@72@1］（島田恭子）

Q：データベースや電子ジャーナルは、学外からも使えますか？
A：慶應義塾大学の学部生、大学院生、常勤の教職員の方なら、慶應 IDを使って自宅などの学外からも利用することができます。慶應 
義塾図書館HPの電子ジャーナルリストや、データベースナビ、共通リモートアクセスページから、慶應 IDでアクセスできます。

また、keio.jpのメニューからも同様にアクセス可能です。なお、ご希望のコンテンツが学外から利用できるかどうかは、電子
ジャーナルリストのリモートアクセス可 マークや、データベースナビの keio.jp マークでご確認ください。

貴重書紹介

よくある質問

keio.jp


